
来年 まで

（土）・（日）・（祝） （火）～（金）（土）・（日）・（祝） （火）～（金）

〈76〉1515

毎週（月）（来年1月10日を除く）、
12月24日（金）、 1月11日（火）、 
年末年始（12月29日～1月3日）

＊12月22日（水）・28日（火）・来年1月4日（火）～6日（木）は、午後1時30分・
　3時も投映します。

＊（土）・（日）・（祝）午前10時30分からのキッズ投映は、「おじゃる丸
　まったりプラネタリウム」を投映します。
＊一般投映の星空解説は、「安城プラネの仲間たち」による生解説です。

デジタルファインアーティストKAGAYA がプラネタリウムドームをキャ
ンバスにして描く壮大なデジタルアート作品！ビジュアル化困難といわ
れた「銀河鉄道の夜」の幻想世界を徹底考察し鮮明に再現。ドームい
っぱい 360°に広がる銀河のパノラマ風景。それはまさに天空の汽車
に乗車したかのような夢の体験となる。
さあ、ほしめぐりの旅にでかけよう。

　デジタルファインアーティスト KAGAYA がプラネタリウムドームをキャンバスに
して描く壮大なデジタルアート作品！
　ビジュアル化困難といわれた「銀河鉄道の夜」の幻想世界を徹底考察し鮮明に
再現。
　ドームいっぱい 360°に広がる銀河のパノラマ風景。
　それはまさに天空の汽車に乗車したかのような夢の体験となる。

さあ、ほしめぐりの旅にでかけよう。

☎

Program
©Kiyotaka Saito

※曲目は変更となる場合
　があります。

構成：新井 鷗子

J.Sバッハ：無伴奏ヴァイオリン・パルティータ第3番より ガヴォット
ショパン：バラード第1番ト短調 作品23
モンティ：チャールダーシュ
ショパン・メドレー
ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ第5番「春」 ほか

仲道郁代
ピアノ・デュオコンサート

川井郁子＆ピアノ ヴァイオリン

マドンナの舞踏会

市民会館サルビアホール
2月19日㈯午後２時30分開演（午後２時開場）来年

前売り開始 12月19日㈰

市民会館 ☎〈75〉1151　竹内書店 ☎〈74〉0511
稲垣電気商会 ☎〈97〉8181　小沢たばこ店 ☎〈99〉0353
産直センター安城南部☎〈92〉1316　グリーンセンター安城北部 ☎〈96〉1051　
チケットぴあ ☎0570〈02〉9999（Pコード：119-812）

市民会館
文化鑑賞事業

※市民会館での前売り開始日の販売は、午前９時から来館者優先（先着順）で発売初日は一人４枚まで購入できます。
　残席がある場合は、午後１時から電話でも受け付けします。
※チケットぴあでの前売り開始時間は午前10時から、その他の前売り所は直接問い合わせてください。
※車いす席の受け付けは、市民会館のみとなります。希望者は、12月12日（日）午前９時から市民会館へ。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

市民会館☎〈75〉1151（（火）休館）問い合わせ

師走には
　　しわすれないで
　　　　　おおそうじ

12 /12010

No.1726

広 報広 報
師走には
　　しわすれないで
　　　　　おおそうじ

ごみ減量
（8月末

現在）

15.9% 達
成！！ごみ減量

（10月末
現在）

17.1% 達
成！！
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み
な
さ
ん

み
な
さ
ん
はは
「
授
産
製

「
授
産
製

品品
」」
を
知
っ
て
い
ま
す
か

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。。

そ
れ
は
、
障
害
の
あ
る

そ
れ
は
、
障
害
の
あ
る
人人

が
、
施
設
で
の
作
業
訓

が
、
施
設
で
の
作
業
訓
練練

活
動
と
し
て
作
っ
て
い

活
動
と
し
て
作
っ
て
い
るる

製
品
で
す
。
し
か
し
、

製
品
で
す
。
し
か
し
、
作作

業
訓
練
の
産
物
と
あ
な

業
訓
練
の
産
物
と
あ
な
どど

る
な
か
れ
。
市
内
施
設

る
な
か
れ
。
市
内
施
設
でで

作
っ
て
い
る
製
品
に
は

作
っ
て
い
る
製
品
に
は
、、

ど
れ
も
特
別
の
こ
だ
わ

ど
れ
も
特
別
の
こ
だ
わ
りり

が
あ
り
ま
す

が
あ
り
ま
す
。。

写
真
は
、
そ
れ
ぞ
れ

写
真
は
、
そ
れ
ぞ
れ
のの

製
品
へ

製
品
へ
のの
「
こ
だ
わ
り
」

「
こ
だ
わ
り
」
をを

書
い
て
も
ら
っ
た
も

書
い
て
も
ら
っ
た
も
のの
。。

ど
れ
も
「
ほ
か
に
は
無

ど
れ
も
「
ほ
か
に
は
無
いい

最
高
の
も
の
を
」と
い

最
高
の
も
の
を
」と
い
うう

思
い
で
作
ら
れ
て
い
ま

思
い
で
作
ら
れ
て
い
ま
すす
。。

今
回
は
、
知
れ
ば
き

今
回
は
、
知
れ
ば
き
っっ

と
欲
し
く
な
る
、
授
産

と
欲
し
く
な
る
、
授
産
製製

品
の
数
々
を
紹
介
し

品
の
数
々
を
紹
介
し
まま
す
。
す
。

●

月
３
日
晶
～
９
日
昭

１２
は「
障
害
者
週
間
」

こ
の
機
会
に
、
障
害

こ
の
機
会
に
、
障
害
のの

あ
る
人
の
福
祉
に
つ
い

あ
る
人
の
福
祉
に
つ
い
てて

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
も

ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
も
、、

自
ら
が
社
会
へ
積
極
的

自
ら
が
社
会
へ
積
極
的
にに

参
加
す
る
意
欲
を
高
め

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
まま

し
ょ
う

し
ょ
う
。。



世
界
で
一
つ

③
ぬ
く
も
り
の
家
の「
手
編
み
マ
ッ
ト
」

靴
下
用
の
生
地
を

利
用
し
、
一
つ
一

つ
手
で
編
ん
で
い

ま
す
。
生
地
の
色

で
、
デ
ザ
イ
ン
も

変
わ
る
た
め
、
ど

れ
も
世
界
で
一
つ

だ
け
の
製
品
。
肌

触
り
が
よ
く
、
や

わ
ら
か
い
で
す
よ
。

■問
ぬ
く
も
り
の
家
（
大
東
町
５－

／
緯〈

〉０

２８

７７

５
５
５
）

色
ど
り

②
ぶ
な
の
木
工
房
の「
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
」

細
か
い
繊
維
が

汚
れ
を
か
き
だ
し
、

き
れ
い
に
洗
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
だ
わ
り
は
、
目

を
引
く「
色
ど
り
」。

ま
た
、
た
わ
し
は

袋
状
に
な
っ
て
お

り
、
中
に
手
を
入

れ
ら
れ
る
の
で
、

使
い
勝
手
も
抜
群
で
す
。

■問
ぶ
な
の
木
工
房（
新
田
町
小
山

－

２
／
緯

１３

〈

〉４
３
４
７
）

７２

使
え
ば
わ
か
る
！

①
ま
る
く
て
ワ
ー
ク
ス
の「
布
ぞ
う
り
」

布
の
ふ
ん
わ
り

感
、
汗
を
吸
う
さ

わ
や
か
さ
が
魅
力

の
布
ぞ
う
り
。
鼻

緒
の
あ
る
サ
ン
ダ

ル
タ
イ
プ
の
ほ
か

に
、
靴
下
の
ま
ま

履
け
る「
ス
リ
ッ

パ
タ
イ
プ
」も
あ

り
ま
す
。
履
け
ば
、

良
さ
が
分
か
り
ま
す
よ
。

■問
ま
る
く
て
ワ
ー
ク
ス（
池
浦
町
丸
田

－

２
／

１６０

緯〈

〉１
０
０
０
）

７７

美
容
と
健
康
を
大
切
な
あ
な
た
に
！

④
こ
だ
わ
り
の
店
ロ
ゼ
の「
ロ
ー
ゼ
ル
ド
リ

ン
ク
」

ロ
ー
ゼ
ル
は

代
謝
促
進
・
消

化
機
能
促
進
な

ど
、
美
容
と
健

康
に
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
の
あ
る

植
物
。
さ
わ
や

か
で
お
い
し
く
、
病
み
つ
き
に
な
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
。

■問
こ
だ
わ
り
の
店
ロ
ゼ（
横
山
町
浜
畔
上

－５８

７
／
緯〈

〉８
８
５
５
）

７４
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※地図内の数字は、各施設の位置を示しています。



フ
ワ
ッ
と
し
っ
と
り

⑥
ぽ
て
と
（
ぽ
て
と
ぽ
て
と
）の「
シ
フ
ォ

２

ン
ケ
ー
キ
」

試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、
や
わ
ら

か
さ
と
し
っ
と
り

感
を
追
求
。
先
日

の
福
祉
ま
つ
り
で

は
完
売
し
ま
し
た
。

う
ち
は
喫
茶
店
な

の
で
、
そ
の
場
で

食
べ
ら
れ
ま
す
よ
。

■問
ぽ
て
と
（
古
井
町
亀
山

－

１
／
緯〈

〉２

２

２１

５５

７
９
２
）、ポ
テ
ト
福
祉
会（
和
泉
町
庄
司
作
７－

／
緯〈

〉０
０
７
０
）

２６

９２

Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ

Ｏ
ｎ
ｅ

オ
ン
リ
ー

ワ
ン

⑧
ラ
ニ
ハ
ル
ナ
の「
手
織
物
製
品
」

コ
ッ
ト
ン

％
１００

に
こ
だ
わ
り
、
丁

寧
に
織
り
上
げ
ま

し
た
。
織
り
目
や

色
合
い
が
違
い
、

一
つ
と
し
て
同
じ

も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
製
品
は
小
物

入
れ
や
コ
ー
ス
タ

ー
。
や
さ
し
い
風

合
い
、
手
に
取
っ
て
分
か
る
暖
か
さ
が
自
慢
で
す
。

■問
ラ
ニ
ハ
ル
ナ（
桜
井
町
咽
首

／
緯〈

〉９
７

１９７

９９

７
０
）

心
を
こ
め
て
！

⑦
ぬ
く
も
り
ワ
ー
ク
ス
の「
n
u
k
u
m
o

r
i
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」

地
元
の
小
麦
や

卵
を
使
っ
て
い
ま

す
。
心
を
込
め
て

作
っ
て
お
り
、
ど

こ
の
店
に
も
負
け

な
い
自
信
作
で
す
。

味
も
豊
富
で
、
季

節
限
定
の
い
ち
じ

く
味
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

■問
ぬ
く
も
り
ワ
ー
ク
ス（
赤
松
町
恋
塚

－

１
／

８７

緯〈

〉１
５
５
５
）

７７
一
粒
一
粒
の
や
さ
し
さ

⑤
安
城
市
虹
の
家
の「
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
」

一
つ
ず
つ
形
を

整
え
な
が
ら
作
っ

て
い
ま
す
。
保
存

料
や
添
加
物
を
な

る
べ
く
抑
え
て
い

る
の
で
安
心
。
保

育
園
の
お
や
つ
に

も
出
し
て
い
て
、

「
こ
の
ク
ッ
キ
ー

し
か
食
べ
な
い
」

と
い
う
子
も
い
る
そ
う
で
す
。

■問
安
城
市
虹
の
家（
城
南
町
２－

９－

／
緯

２０

〈

〉２
２
３
３
）

７６

あんぷくまつりとは、障害のある人との交流を図る
ためのイベントです。

市内の障害者福祉施設で製造・販売している授産製
品が一堂に会します。もちろん、本紙掲載の「こだわり
の品」も並びます。数が少なく売り切れてしまうこと
も予想されますので、お早めに足を運んでください。
●とき １２月４日松午前１０時～午後３時
●ところ 市民交流センター

■問諮障害福祉課（緯〈７１〉２２５９）

広報あんじょう 2010.12.1過



市
の
予
算
は
「
一
般
会
計
」「
特
別

会
計
」「
公
営
企
業
会
計
」の
３
種
類

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
一
般
会
計

市
の
運
営
の
中
心
と

な
る
会
計

●
特
別
会
計

保
険
料
や
使
用
料
な

ど
、
そ
の
事
業
内
で
の
独
自
の
収
入

が
あ
る
も
の
に
係
る
会
計

●
公
営
企
業
会
計

自
治
体
が
公
共

の
利
益
を
目
的
と
し
て
経
営
す
る

「
企
業
」に
係
る
会
計

※
安
城
市
で
は
、
水
道
事
業

が
該
当
。

広報あんじょう 2010.12.1 霞

★
用
語
解
説

陰
自
主
的
な
収
入

隠
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
割

り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

韻
市
民
が
納
め
る
市
の
税
金

吋
基
金
や
特
別
会
計
な
ど
一
般
会
計

以
外
か
ら
繰
り
入
れ
た
も
の

右
ほ
か
の
ど
の
歳
入
科
目
に
も
含
ま

れ
な
い
収
入
を
ま
と
め
た
も
の

宇
翌
年
度
へ
繰
り
越
す「
決
算
上
の

繰
越
金
」

烏
行
政
財
産
や
公
の
施
設
の
使
用
・

利
用
の
対
価
と
し
て
、
そ
の
使
用

者
・
利
用
者
が
支
払
う
も
の（
市

営
住
宅
の
家
賃
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
な
ど
）

羽
特
定
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、
そ

の
事
業
で
利
益
を
受
け
る
人
か
ら

徴
収
す
る
も
の（
保
育
園
の
保
育

料
な
ど
）

迂
雨
事
業
に
対
し
て
、
国
や
県
が
交

付
す
る
も
の

卯
市
民
が
納
め
た
消
費
税
の
一
部
を

財
源
と
し
て
、
県
が
交
付
す
る
も
の

鵜
一
時
的
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る

事
業（
都
市
整
備
や
学
校
建
設
）を

実
施
す
る
た
め
に
、
市
が
国
や
金

融
機
関
な
ど
か
ら
長
期
に
わ
た
り

借
り
入
れ
す
る
も
の

歳出（５４８億１２２７万円）
１４５億２５７５万円民生費
９６億１１３７万円土木費
９４億４６４９万円教育費
６８億５０７０万円総務費
６１億８３９３万円衛生費
３４億１６６０万円公債費
１７億２２２４万円消防費
１４億８３２３万円農林水産業費
６億３００９万円商工費
９億４１８７万円その他

市
の
財
政
の
収
支
状
況
「
平
成

年
度
決
算
報
告
」「
新
地
方
公
会
計
制
度
に
よ
る
財
務
書
類
」

２１

「
健
全
化
判
断
比
率
」「
資
金
不
足
比
率
」「
平
成

年
度
上
半
期
予
算
執
行
状
況
」
を
お
知
ら
せ
し

２２

ま
す
。

歳入（５８４億０８２２万円）
１３２億９４１３万円個人

市民税

韻市税

陰
自
主
財
源

１３億９１２３万円法人
１４６億８５３６万円計
１６７億０１２３万円固定資産税
３５億２３２６万円その他
３４９億０９８５万円計
３７億４１１３万円吋繰入金
２６億７３９２万円右諸収入
２６億１０７５万円宇繰越金
１０億５７２９万円烏使用料及び手数料
７億６４９２万円羽分担金及び負担金
５億２８３０万円その他の自主財源
４４億６２５６万円迂国庫支出金

隠
依
存
財
源

２６億３９７８万円雨県支出金
１９億１７７７万円卯地方消費税交付金
１３億４５５０万円鵜市債
１７億５６４５万円その他の依存財源



赤ちゃん訪問事赤ちゃん訪問事業業

■問 ▼財政課（緯〈７１〉２２１０）

広報あんじょう 2010.12.1蚊

特別会計
歳出歳入会計名（事業）

１２４億８９５９万円１２６億９４５７万円国民健康保険
１００万円１３９万円土地取得

２億４９８３万円４億７８３６万円有料駐車場
４６億７９０７万円４６億８９３３万円下水道
１４８５万円１９５１万円老人保健

８億１８６１万円１２億９７３６万円北部土地
区画
整理 １８億９２０３万円１９億３２３９万円桜井駅周辺特定

４７１６万円４７１６万円農業集落排水
６２億９９０１万円６３億９０１２万円介護保険
１１億９５８４万円１２億０５５９万円後期高齢者医療
２６億６５７３万円２６億６５７３万円定額給付金給付
１億１１８０万円１億１１８０万円子育て応援特別手当給付
３０４億６４５２万円３１５億３３３１万円計

市民１人当たりの財政状況
７万３７７８円個人市民税
３０万４１８８円一般会計で使われたお金
１３万００２１円貯金（一般会計基金現在高）
１２万３３８０円借金（一般会計市債現在高）

市民１人当たりの歳出
８万０６１３円民生費
５万３３４０円土木費
５万２４２５円教育費
３万８０１９円総務費
３万４３１９円衛生費
１万８９６１円公債費
９５５８円消防費
８２３１円農林水産業費
３４９７円商工費
５２２７円その他

都市計画税の使い道
都市計画税か
らの充当金額

事業費のうち
一般財源事業費事業内容事業名称

２７２０万円５５２２万円１億１２２２万円荒曽根公園整備事業、とうみづか公園整備事業公園整備事業
３８０万円７７４万円７７４万円名鉄西尾線碧海桜井駅付近鉄道立体交差事業街路整備事業

１億９１７０万円３億８８２４万円１７億６９４０万円古井東・桜井東・堀内・桜井区画・安城西尾工
区面整備事業など下水道事業

７億３３１０万円１４億８４４０万円３７億３９４０万円安城北部・安城桜井駅周辺特定・安城南明治第
一・第二土地区画整理事業市街地開発事業

１２億４１１０万円２５億１１８１万円２５億１１８１万円公債費（都市計画事業分）公債費
２１億９６９０万円４４億４７４１万円８１億４０５７万円計

入湯税の使い道
入湯税からの
充当金額

事業費のうち
一般財源事業費事業内容事業名称

２０万円６３４４万円６３６４万円観光協会支援事業など観光振興事業

公営企業会計（水道事業）
支出収入区分

２７億９７６１万円３０億５１９７万円収益的収支

１８億０４３９万円４億９４４６万円資本的収支

収益的収支 ▼公営企業の経営活動により
発生する収入支出
資本的収支 ▼施設を建設・整備するため
の収入支出

３月３１日現在の
人口１８万０１９２人
で算出

財政分析指標でみる安城市
財政力指数 １．１６（平成２２年度単年度）
財政力を示す指標。「１」を超えるほど財政力が強い。

経常収支比率 ７６．４％
財政構造の弾力性を示す指標。より低い方が望ましい。

７５％程度が標準とされている。
公債費比率 ４．１％
公債費の財政負担状況を示す指標。１０％を超えないこと

が望ましい。



国
が
進
め
る
公
会
計
制
度
改
革
に

基
づ
き
、
企
業
会
計
の
よ
う
に
発
生

主
義
や
複
式
簿
記
の
考
え
方
を
導
入

し
た
平
成

年
度
決
算
版
の
４
つ
の

２１

財
務
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動
計
算
書
、

資
金
収
支
計
算
書
）
を
連
結
ベ
ー
ス

で
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
出
資
団
体
な
ど
を

含
め
た
市
全
体
の
財
務
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
市
の
純
資
産
比
率
（
資
産
合
計

に
占
め
る
純
資
産
の
割
合
）
は

％
８７

で
、
資
産
に
対
す
る
将
来
世
代
の
負

担
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
負
担
を
極
力
抑
え
、
持
続
可
能
な

安
定
性
の
あ
る
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

（
注
）連
結
の
範
囲

市
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
に
、
衣
浦
東
部
広
域
連

合
（
消
防
）
、
土
地
開
発
公
社
、
安
城

都
市
農
業
振
興
協
会
（
デ
ン
パ
ー
ク
）、

三
河
安
城
駐
車
場
㈱
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
関
連
団
体
を
連
結
し
て
い

ま
す
。

■
財
務
書
類
の
見
方

財
務
書
類
は
、
ス
ト
ッ
ク
（
財
産

残
高
）
を
表
す
「
①
連
結
貸
借
対
照
表

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）
」
と
、
フ
ロ
ー

（
資
金
や
資
産
な
ど
の
増
減
）
を
表
す

「
②
連
結
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」、「
③

連
結
純
資
産
変
動
計
算
書
」
、「
④
連

結
資
金
収
支
計
算
書
」
の
４
つ
で
構

成
し
て
い
ま
す
。

表
中
の
（
※
）
は
、
市
民
１
人
当
た

り
に
換
算
し
た
金
額
で
す
。
ま
た
、

金
額
は
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て

い
る
た
め
、
積
み
上
げ
合
計
と
一
致

し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

①
連
結
貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
）

市
に
ど
れ
だ
け
の
財
産
が
あ
る
か
、

そ
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

表
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
資
産
は
５
４
０
２
億
円
、

負
債
は

億
円
。
資
産
か
ら
負
債
を

７１４

差
し
引
い
た
純
資
産
が
約
４
６
８
８

億
円
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

②
連
結
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

一
年
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
ど

の
よ
う
な
形
で
ど
れ
だ
け
実
施
し
た

か
を
表
し
て
い
ま
す
。

広報あんじょう 2010.12.1 俄

①連結貸借対照表（バランスシート）平成２２年３月３１日現在
負債（イ）７１４億１千万円（※）４０万円／人資産（ア）５４０２億１千万円（※）３００万円／人
資産を形成するために拠出した金額のうち、借入金
などこれからの世代の負担として残っている金額

市が保有している財産で、平成２２年度以降の行政
サービスに投入・提供できる金額

５０８億９千万円市債（※２）４２１億３千万円金融資産
１２億６千万円借入金６３億４千万円茅資金
１０６億８千万円退職給付引当金２７８億７千万円基金・積立金

８５億８千万円その他（民間病院移転新築
事業補助金など）

４２億９千万円未収金（税金など）
３６億２千万円その他（定期預金など）

純資産（ア－イ）４６８７億９千万円萱

（※）２６０万円／人
資産を形成するために拠出した金額のうち、これま
での世代がすでに負担した金額で、将来返済する必
要がないもの

１２７３億円事業用資産（※１）
市役所、学校、デンパーク、福祉センターなどの土
地・建物・設備や、物品などの価値

３７０７億８千万円インフラ資産（※１）
道路・水路、上下水道、ごみ処理施設、公園の土
地・設備などの価値

（※１） 主な施設別の資産
インフラ資産事業用資産

１８８１億８千万円道路４５５億５千万円小・中学校
４７１億８千万円下水道７８億９千万円市営住宅

４４２億円公園・緑地７８億５千万円スポーツ施設
２１６億３千万円上水道５６億６千万円保育園
７４億５千万円ごみ処理施設５４億９千万円福祉施設

（※２） 主な市債
２５２億６千万円下水道債
５８億１千万円教育債
５０億８千万円土木債
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行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ
た
費
用

（
行
政
コ
ス
ト
）に
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
民
間
な
ど
へ
の

補
助
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
行
政
コ

ス
ト
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
負

担
す
る
使
用
料
・
手
数
料
な
ど（
施

設
使
用
料
や
水
道
料
金
、
証
明
書
発

行
に
か
か
る
手
数
料
な
ど
）を
差
し

引
い
た
も
の
が
、
純
行
政
コ
ス
ト
で

す
。
こ
れ
は
、
市
が
一
年
間
で
皆
さ

ん
に
提
供
し
た
行
政
コ
ス
ト
の
、
実

際
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

③
連
結
純
資
産
変
動
計
算
書

①
連
結
貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
）の
純
資
産
萱
が
、
一
年
間

で
ど
の
よ
う
に
増
減
し
た
か
を
表
し

て
い
ま
す
。

税
金
・
保
険
料
収
入
や
、
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
な
ど
に
よ
り
増
加
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る（
行
政

コ
ス
ト
が
生
じ
る
）こ
と
で
減
少
す

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

④
連
結
資
金
収
支
計
算
書

①
連
結
貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
）の
資
金
茅
の
増
減
の
内
訳

を
表
し
た
も
の
で
す
。

連
結
資
金
収
支
計
算
書
は
、
従
来

作
成
し
て
い
る「
歳
入
歳
出
決
算
書
」

に
類
似
す
る
も
の
で
、
市
の
活
動
が

現
金
の
動
き
で
把
握
で
き
ま
す
。

②連結行政コスト計算書
平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日

経常費用 ６９９億９千万円
行政サービスに要した費用

１２６億５千万円ヒトにかかるコスト（人件費な
ど）

１２１億６千万円モノにかかるコスト（物件費、
維持補修費、減価償却費など）

９１億１千万円経費（業務委託やサービスにか
かるコスト）

２５億８千万円業務関連費用（利息の支払いな
ど）

１８９億８千万円保険給付など（国保、介護保険
など）

１４５億１千万円民間・市民への補助・扶助など

経常収益 ８６億２千万円粥

行政サービスの利用者が負担する使用料・手数料など

差し引き：純行政コスト
６１３億７千万円粥

③連結純資産変動計算書
平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日

平成２０年度末残高 ４６４８億円９千万円萱

純資産の増加敢 ７０９億１千万円
純資産を増加させた直接の原因

３８２億円税収
６４億４千万円社会保険料
１６９億８千万円国・県からの補助金

９３億円国・県以外からの負担金など
純資産の減少柑 ６６９億１千万円

純資産を減少させた原因
６１３億７千万円粥純行政コスト
５２億４千万円インフラ資産の減価償却

３億円資産の除却など
４０億円当期変動額敢－柑

平成２１年度末残高 ４６８７億９千万円萱

④連結資金収支計算書
平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日

平成２０年度末残高 ６１億７千万円茅

１３７億１千万円経常的収支（行政サービスの
実施により生じる資金収支）

△８９億５千万円資本的収支（固定資産の購入
や売却により生じる資金収支）

△４５億９千万円財務的収支（借入や借入返済
により生じる資金収支）

平成２１年度末残高 ６３億４千万円茅

■問 ▼財政課（緯〈７１〉２２１０）
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こ
の
比
率
は
、
赤
字

の
額
や
借
入
金
の
額
な

ど
を
も
と
に
、
自
治
体

の
「
財
政
の
健
全
さ
」
を

数
値
と
し
て
表
し
た
も

の
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率

一
般
会
計
を
中
心
と

し
て
、
次
の
四
つ
の
比

率
を
計
算
し
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
の
赤
字
の

割
合
を
示
す
指
標

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

す
べ
て
の
会
計
の
赤

字
の
割
合
を
示
す
指
標

③
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
が
負
担
す

る
借
入
金
の
返
済
額
な

ど
の
割
合
を
示
す
指
標

（
３
年
平
均
）

④
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
が
将
来
負

担
す
べ
き
借
入
金
の
残

高
な
ど
の
割
合
を
示
す

指
標

資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計
の
水
道
事
業
会
計

や
特
別
会
計
の
う
ち
下
水
道
事
業
・

農
業
集
落
排
水
事
業
・
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
、
会
計
ご
と
に
比
率
を

計
算
し
ま
す
。

資
金
不
足
（
赤
字
）の
割
合
を
示
す

指
標
で
す
。

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率健全化判断比率
安城市以外の県内３５市の状況財政再生基準早期健全化基準安城市指標

赤字額の発生は３５市ともなし２０％１１．４４％－
（△６．９１％）①実質赤字比率

赤字額の発生は３５市ともなし４０％１６．４４％－
（△１７．８７％）②連結実質赤字比率

５％未満 １０市
５％以上１０％未満 ２０市
１０％以上 ５市

３５％２５％４．５％③実質公債費比率

－ ９市
５０％未満 １２市
５０％以上１００％未満 １２市
１００％以上 ２市

３５０％－
（△４０．０％）④将来負担比率

※それぞれの比率は、標準財政規模（全国統一ルールにより税収をベースに計算した安城市の標準的収入額）に対する
割合です。

※赤字がない比率については、算定されません。ただし、参考として（ ）内に黒字の比率を表記しました。

すべての指標で基準を大きく下回り、市全体

の財政状況は、極めて健全であると言えます。

しかし、財政を取り巻く状況は依然として

大変厳しく、当面は従来のような税収は期待

できないものと考えられます。このことを十

分認識し、今後も健全な財政運営を維持でき

るように努めていきます。

い
ず
れ
も
、
計
算
し
た
比
率
が
少

な
い
ほ
ど
、
そ
の
自
治
体
の
財
政
は

健
全
な
状
態
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
財
政
状
況
が
悪
化
し
、

比
率
が
法
律
で
定
め
ら
れ
た
基
準

（
早
期
健
全
化
基
準
・
財
政
再
生
基

準
・
経
営
健
全
化
基
準
）
を
超
え
る

と
、
財
政
破
た
ん
を
防
ぐ
た
め
、
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比資金不足比率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率
経営健全化基準安城市会計名

２０％－

水道事業会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
安城北部土地区画整理事業特別会計
安城桜井駅周辺特定
土地区画整理事業特別会計
※比率は、各会計の事業の収益に対する割合です。
※いずれの会計も資金不足がないため、数値は算定されません。
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歳入
収入率予算額款別

６５．０％３０８億０２３０万円市税

４４．２％６４億７２２０万円国庫支出金

０．０％４５億２０３６万円繰入金

１１０．９％３２億４３１７万円繰越金

１８．７％２８億７１５５万円県支出金

０．０％２８億１０００万円市債

３６．６％２３億１００８万円諸収入

６０．４％１８億００００万円地方消費税
交付金

５３．２％１０億１６５４万円使用料及び
手数料

４９．８％２７億３７４５万円その他

５２．６％５８５億８３６５万円計

歳出
支出率予算額款別

３６．６％１８１億６３４５万円民生費

２５．５％１１２億１１１５万円土木費

３８．４％８１億９２２４万円教育費

２４．６％６４億７２４５万円衛生費

２９．４％６２億９６１１万円総務費

４９．０％３２億５６９６万円公債費

３９．１％２１億０４９０万円消防費

３２．６％１４億１０４９万円農林水産業費

５０．２％７億３３２６万円商工費

５０．８％３億６１８１万円議会費

５１．９％２億２９６５万円労働費

４．１％１億５１１８万円その他

３３．５％５８５億８３６５万円計

特別会計
支出済額収入済額予算額会計名（事業）
５５億９４９０万円４６億７６１８万円１３１億１７７０万円国民健康保険

０円１３４万円５００万円土地取得
３５９４万円３億４１６８万円２億９１００万円有料駐車場

１７億２３９３万円７億７１８０万円４８億３１００万円下水道
８５万円４８４万円６５２万円老人保健

３億９３２５万円６億２０２０万円１３億８３００万円北部土地
区画
整理 ９億２５８５万円５億４４２６万円２６億３０３２万円桜井駅周辺特定

１９３０万円８１４万円５２００万円農業集落排水
２７億２６５８万円２４億４１７９万円６７億２５００万円介護保険
２億３００６万円４億６９６６万円１３億３７７５万円後期高齢者医療
１１６億５０６６万円９８億７９８９万円３０３億７９２９万円計

公営企業会計（水道事業）
執行済額予算額区分
１５億２６７２万円３２億００００万円収益的収入
８億３２５０万円３１億５３００万円収益的支出
８４９１万円７億４８００万円資本的収入

７億７２０１万円２４億３０００万円資本的支出

市債の現在高
２０８億３４４２万円一般会計
２５７億４５６０万円特別会計

２１億４３４５万円公営企業
会計

４８７億２３４７万円計

市有財産
２４５万３７５４釈土地
５１万５４１９釈建物
４８万２１００釈山林
５４８７弱立木
３２７０万円有価証券

２８１億４２３２万円基金

９
月

日
現
在
の
予
算
執
行
状
況

３０

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９月３０日現在の人口
１８万０７５１人

９月３０日現在の世帯数
６万７７７９世帯

１人当たりの市税
１１万０７３８円

１世帯当たりの市税
２９万５３１３円

■問 ▼財政課（緯〈７１〉２２１０）



来
年
４
月
か
ら
、
施
設
の

管
理
・
運
営
を
す
る
指
定
管

理
者
候
補
者
を
、
安
城
市
指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
の

審
査
を
ふ
ま
え
、
選
定
し
ま

し
た
。

■
公
募
の
う
え
選
定
し
た
施
設

●
秋
葉
い
こ
い
の
広
場

指

定
管
理
者
候
補
者施

コ
ニ
ッ

ク
ス
叙

指
定
期
間施

来
年

４
月
１
日
晶
～
平
成

年
３

２６

月

日
捷（
３
年
間
）

３１
●
堀
内
公
園
／
レ
ジ
ャ
ー
プ

ー
ル

指
定
管
理
者
候
補
者

施

叙
愛
知
ス
イ
ミ
ン
グ
三
河

安
城
支
店

指
定
期
間施

来

年
４
月
１
日
晶
～
平
成

年
２８

３
月

日
昭（
５
年
間
）

３１

※
今
回
選
定
さ
れ
た
候
補
者

は
、
議
会
の
議
決
を
経
た

後
、
正
式
に
指
定
管
理
者

と
し
て
指
定
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
経
営
管
理
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
営
管
理

課（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

の
筆
で
「
松
・
竹
」の
２
文
字
を
書

い
た
よ
う
で
す
。
動
力
は
ぜ
ん
ま

い
で
は
な
く
、
ひ
も
引
き
に
よ
る

手
動
力
で
、
日
本
固
有
の
技
術
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
本
資
料
は
、

現
存
す
る
物
と
し
て
は
日
本
で
２

例
目
の
発
見
で
あ
り
、
江
戸
時
代

最
高
の
技
術
水
準
を
示
す
貴
重
な

資
料
で
す
。

市
教
育
委
員
会
は
、

月
５
日

１１

付
け
で
「
彼
岸
田
遺
跡
出
土
横
櫛
」・

ひ

が
ん
で
ん

よ
こ

ぐ
し

「
下
懸
遺
跡
出
土
木
簡
」・「
文
字
書

し
も
か
け

も
っ
か
ん

き
か
ら
く
り
人
形
」の
３
点
を
指

定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
市
指
定

文
化
財
は

件
と
な
り
、
国
指
定

１９４

５
件
、
県
指
定

件
と
合
わ
せ
て
、

１３

市
内
の
指
定
文
化
財
は
全
部
で
２１２

件
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
横
櫛
と
木
簡
は
、

月
１２

日
掌
ま
で
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

１２ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
彼
岸
田
遺
跡
出
土
横
櫛

横
櫛
は
、
歯
数
が
少
な
く
、
歯

の
断
面
形
が
円
形
を
呈
す
る
初
期

の
特
徴
を
持
つ
な
ど
、
現
在
日
本

で
見
つ
か
っ
て
い
る
資
料
の
中
で

は
、
最
古
級
の
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

■
下
懸
遺
跡
出
土
木
簡

木
簡
は
、「
春
春
春
秋
秋
尚
尚
書

書
律
□
」「
令
令
文
文
□
□
是
是
人

□
」と
両
面
に
文
字
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。「
春
秋
」と
「

し
ゅ
ん

じ
ゅ
う

尚
し
ょ
う

書
」
は
四

し
ょ

書
五
経
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
文
字
の
練
習
用
に
使
わ
れ
た

習
書
木
簡
で
す
。
三
河
地
方
で
は

初
め
て
の
発
見
で
す
。

■
文
字
書
き
か
ら
く
り
人
形

文
字
書
き
か
ら
く
り
人
形
は
、

古
井
町
の
旧
家
か
ら
発
見
さ
れ
た

も
の
で
、
口
と
手
で
持
っ
た
２
本

■問
▼
歴
史
博
物
館

（
緯〈

〉４
４
７
７
）

７７

「
彼
岸
田
遺
跡
出
土
横
櫛
」・「
下
懸
遺
跡
出
土
木
簡
」・

「
文
字
書
き
か
ら
く
り
人
形
」を
市
指
定
文
化
財
に

広報あんじょう　2010.12.1 画

彼岸田遺跡出土横櫛（有形文化財／考古資料
／市教育委員会蔵）古墳時代

下懸遺跡出土木簡（有形文化財／考古
資料／市教育委員会蔵）奈良時代

文字書きからくり人形（民俗文化財／有形
民俗文化財／市教育委員会蔵）江戸時代
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●
講
座
内
容
　

①
社
会
的
課
題

（
家
庭
教
育
・
環
境
・
多
文
化
共

生
・
地
域
貢
献
・
地
域
参
加
な
ど
）

を
テ
ー
マ
と
し
、
よ
り
よ
い
社
会

や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
。

ま
た
は
、
郷
土
・
地
域
へ
の
愛
着

を
育
む
も
の
　

②
市
内
で
来
年
５

～
９
月
に
開
催
し
、
２
回
以
上
の

講
義
ま
た
は
実
習
形
式
で
、
広
く

市
民
を
対
象
と
す
る
も
の（
講
演

会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
参
加
者
が
多

数
で
１
回
限
り
の
も
の
は
不
可
）

●
対
象
　

５
人
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
構
成
し
、
規
約
・

会
則
を
定
め
て
い
る
団
体（
複
数

団
体
の
集
合
組
織
を
除
く
）

※
特
定
の
宗
教
や
政
治
思
想
の
普

及
活
動
を
し
て
い
る
団
体
は
不
可
。

●
募
集
講
座
数
　

５
講
座
程
度

●
市
の
支
援
内
容
　

①
講
師
謝
礼
・

消
耗
品
・
会
場
使
用
料
の
経
費
負

担（
上
限
あ
り
）　
②
生
涯
学
習
情

報
誌
に
よ
る
広
報
　

③
講
座
の
企

画
・
運
営
に
関
す
る
助
言

●
そ
の
他
　

ほ
か
の
助
成
金
・
補

助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

●
申
し
込
み
　

来
年
１
月
　

日
松

１５

ま
で
に
、
所
定
の
申
請
書
・
企
画

書
・
団
体
の
規
約
ま
た
は
会
則
を

文
化
セ
ン
タ
ー
へ

※
所
定
の
申
請
書
・
企
画
書
は
同

セ
ン
タ
ー
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
配
布
。

■問 
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
５
１
５
）

７６

օ
͞
Μ
の
企
画
Ͱ
ͻ
ͱ
ͮ
く
り
・
஍
Ҭ
ͮ
く
り

市
民
企
画
講
座
募
集

児
童
厚
生
員
募
集

●
職
種
／
定
員
／
対
象
　

左
表
の

と
お
り

●
採
用
日
　
来
年
４
月
１
日
晶

●
勤
務
日
時
　
原
則
昇
～
松
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

●
選
考
　
１
次
試
験
糸
　
月
　
日

１２

１８

松（
筆
記
）　
２
次
試
験
糸
来
年
１

月
７
日
晶（
作
文
・
面
接
）

●
給
与
　

初
任
給
大
卒
の
例
糸
　１８

万
５
９
７
６
円（
４
月
１
日
現
在
）、

諸
手
当
あ
り

※
職
務
経
験
を
有
す
る
人
は
、
前

歴
を
考
慮
し
ま
す
。

●
提
出
書
類
　

受
験
申
込
書
、
資

格
を
証
す
る
書
類
の
写
し（
社
会

福
祉
士
ま
た
は
介
護
福
祉
士
の
資

格
証
、
も
し
く
は
社
会
福
祉
士
取

得
見
込
み
証
明
書
ま
た
は
介
護
福

祉
士
取
得
見
込
み
証
明
書
）

●
申
し
込
み
　
　

月
１
日
昌
～
　

１２

１０

日
晶（
必
着
）午
前
９
時
～
午
後
５

時（
掌
捷
を
除
く
）に
、
提
出
書
類

を
持
参
か
郵
送
で
市
社
会
福
祉
協

議
会
総
務
課（
〒
　－

０
０
４
６

４４６

赤
松
町
大
北
　－

４
）へ

７８

※
郵
送
の
場
合
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
用
紙
が
入
る
、
　
円
切
手
を

１２０

は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
。

※
受
験
申
込
書
は
、
同
課
、
同
協

議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

■問 
▼
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

（
緯〈
　
〉２
９
４
１
）

７７

対象定員職種

社会福祉士または精神保健福祉士の資格を有す
る人または来年３月末までに取得見込みの人

昭和５５年
４月２日
以降生ま
れの人

１人
程度一般職

身体障害者手帳の交付を受けた人で、自力で通
勤ができ介護者なしで職務の遂行ができ、社会
福祉士または精神保健福祉士の資格を有する人
または来年３月末までに取得見込みの人

１人一般職（身
体障害者）

介護福祉士の資格を有する人または来年３月末
までに取得見込みの人２人一般職

●
採
用
日
　

来
年
４
月
か
ら

●
募
集
人
数
　
　

人
程
度

２０

●
応
募
資
格
　

保
育
士
ま
た
は
教

員
資
格
を
有
す
る
、
　

歳
く
ら
い

５７

ま
で
の
人

●
勤
務
内
容
　

市
内
各
児
童
セ
ン

タ
ー
・
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る

乳
幼
児
親
子
・
児
童
へ
の
遊
び
や

生
活
指
導

●
勤
務
日
時
　
児
童
セ
ン
タ
ー
糸

週
２
～
３
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時（
松
掌
勤
務
あ
り
）　
児
童
ク
ラ

ブ
糸
週
２
～
３
日
午
後
１
時
　
分
４５

～
６
時
　

分（
学
校
休
校
日
は
午

４５

前
７
時
　

分
～
午
後
６
時
　

分
の

３０

４５

間
で
交
代
勤
務
、
松
勤
務
あ
り
）

●
賃
金
　

時
給
１
０
１
０
円
、
通

勤
割
増
１
日
　

円
２００

●
申
し
込
み
　
　

月
　

日
捷
ま
で

１２

２０

に
、
顔
写
真
を
添
付
し
た
所
定
の

申
請
書
か
市
販
の
履
歴
書
と
、
保

育
士
証
ま
た
は
教
員
免
許
状
を
持

っ
て
子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係
へ

※
申
請
書
は
同
係
で
配
布
。

●
そ
の
他
　
民
間
の
児
童
ク
ラ
ブ

で
も
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
各
ク
ラ
ブ
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ（
御
幸
本
町
／

緯〈
　

〉４
４
０
０
）、み
つ
ば
ち
ぶ

７４
ん
ぶ
ん（
住
吉
町
／
緯〈
　

〉７
７

９８

０
２
）、な
か
よ
し
ク
ラ
ブ（
昭
和

町
／
緯〈
　

〉３
６
６
４
）、安
城
つ

７４

く
し
ク
ラ
ブ（
緑
町
／
緯〈
　
〉７
７６

５
６
７
）

■問 
▼
子
ど
も
課

　
　
 子
育
て
支
援
係

（
緯〈
　
〉２
２
２
９
）

７１



来
年
１
月
４
日
昇
、
③
止
　

月
６

１２

日
捷
～
来
年
１
月
５
日
昌
、
い
ず

れ
も
午
前
８
時
　

分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

１５●
と
こ
ろ
　

障
害
福
祉
課（
①
の

み
）、市
体
育
館（
②
の
み
）、市
民

活
動
課（
③
の
み
）、市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
、
中
央
・
各
地
区
公
民
館

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
。

■
意
見
を
提
出
す
る
に
は

　
①
②
止
　
月
１
日
昌
～
来
年
１

１２

月
４
日
昇
に
、
③
止
　
月
６
日
捷

１２

～
来
年
１
月
５
日
昌
に
、
住
所
・

氏
名
（
法
人
の
場
合
は
、
名
称
・

代
表
者
氏
名
）
を
記
入
し
、
下
記

の
い
ず
れ
か
で
提
出
。

※
電
話
で
の
意
見
提
出
は
不
可
。

個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

①
第
３
次
安
城
市
障
害
者
福
祉
計

画（
案
）

●
内
容
　

障
害
者
基
本
法
に
基
づ

き
、
障
害
の
あ
る
人
が
、
住
み
な

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、

作
成
し
た
計
画
で
す

②
安
城
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

（
中
間
見
直
し
）（
案
）

●
内
容
　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
意

識
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
一
人

ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
を
生
涯
に
わ

た
っ
て
継
続
的
に
実
践
で
き
る
環

境
を
整
備
し
、
自
発
的
な
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
支
援
す
る
施
策
を
、
国
・

県
・
市
の
各
計
画
と
整
合
性
を
図

っ
て
、
体
系
的
・
計
画
的
に
推
進

す
る
も
の
で
す

③
安
城
市
市
民
参
加
条
例（
案
）

●
内
容
　

市
民
参
加
の
推
進
に
必

要
な
、
適
切
で
効
果
的
な
市
民
参

加
の
手
法
を
用
意
す
る
た
め
に
、

こ
の
条
例
で
市
民
参
加
の
基
本
的

な
事
項
を
定
め
ま
す

■
計
画
・
条
例（
案
）を
閲
覧
す
る

に
は

●
と
き
　
①
②
止
　
月
１
日
昌
～

１２

市民参加条例（案）スポーツ振興計画（案）障害者福祉計画（案）計画・条例名
提　出　先提出方法

市民活動課市体育館障害福祉課持　　参
〒４４６－８５０１
安城市役所市民活動課

〒４４６－００６１　新田町新定山４１
－８　市体育館

〒４４６－８５０１
安城市役所障害福祉課郵　　送

〈７６〉１１１２〈７７〉９２９３〈７４〉６７８９ファクス
katsudo@city.anjo.aichi.jpmy-sports-anjo@city.anjo.lg.jpshofuku@city.anjo.aichi.jpＥメール

市公式ウェブサイト内パブリックコメント
（http://www.city.anjo.aichi.jp/toiawase/iken/index.html）へ

ウェブサイト
上のフォーム
から送信

■問 
▼
障
害
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
５
）

７１市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
企
画
政

策
課（
〒
　－

８
５
０
１
住
所
記

４４６

載
不
要
／
胃〈
　

〉１
１
１
２
／ki

７６

kaku@
city.anjo.aichi.jp

）へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
課
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
任
期
　

来
年
２
月
上
旬
～
平
成

　
年
３
月
　

日
掌

２５

３１

●
募
集
人
数
　

５
人
程
度

●
応
募
資
格
　

来
年
４
月
１
日
晶

現
在
、
満
　

歳
以
上
で
、
市
内
在

１８

住
・
在
勤
・
在
学
の
人

●
活
動
内
容
　

市
制
施
行
　

周
年

６０

を
記
念
し
た
市
民
公
募
事
業
の
実

施
に
向
け
た
、
方
針
・
基
準
の
決

定
や
審
査
な
ど

●
選
考
　
書
類
・
面
接

●
申
し
込
み
　
　
月
　
日
昇
ま
で

１２

２８

（
当
日
消
印
有
効
）に
、
応
募
用
紙

　
本
紙
９
月
１
日
号
な
ど
で
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
　
通
の
応
募
が
あ

３５５

り
、
選
考
の
結
果
、
渡
邊
 壮
 く
ん

そ
う

（
安
城
幼
稚
園
）の
「
あ
ん
ぱ
～
く
」

に
決
定
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
施
設
は
、
来
年
１
月
末

に
開
設
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

次
の
施
設
・
業
務
が
同
施
設
内
に

移
転
し
ま
す
。

●
移
転
す
る
施
設
・
業
務
　

子
ど

も
課
子
育
て
支
援
係
／
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー（
市

役
所
西
会
館
内
）、市
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
錦
保
育
園
内
）、つ
ど

い
の
広
場
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス（
地

域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
旧
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ビ
ル
内
）

市
子
育
て
支
援
総
合
拠
点
施
設
の

愛
称
決
定

市
制
施
行
　

周
年
記
念
市
民
公
募

６０

事
業
検
討
委
員
募
集

■問 
▼
企
画
政
策
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
４
）

７１

広報あんじょう　2010.12.1 芽

■問 
▼
子
ど
も
課

　
　
 子
育
て
支
援
係

（
緯〈
　
〉２
２
２
９
）

７１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
募
集



広報あんじょう　2010.12.1蛾

１２月１２日掌午前９時１５分～１０時３０分
安城シティマラソン交通規制のお知らせ



中に掛け布
団として代
用できるフ
リースを入
れるのです。
何度も改良
しながら、
ようやくで
きた自信作です。
◆受賞の喜び
発表も苦労しました。スライド

を使って発表したのですが、最初
に作ったスライドは文字だらけに。
そこで、写真をふんだんに取り入
れながら改善し、見やすくまとめ
ました。
受賞できると思っていなかった

のでびっくりしましたが、今まで
の研究が認められて、とてもうれ
しかったです。今後も、非常時の
活動や避難生活をいかに不自由な
く過ごせるようにするか、研究を
続けていきたいですね。

広報あんじょう 2010.12.1 賀

逸漆会
いっしつかい

漆でオリジナル作品を
うるし

わたしたちは、漆工芸
を楽しんでいます。自宅
にあるお皿、小物入れ、
コーヒーカップなどに、
自分がデザインした絵を
描けば、オリジナル作品
が完成。ペンダントを作
って、オシャレを楽しん
でいる人もいます。また、漆には接着効果もあり、割れた器を修復でき
ます。そのため、物を長く使え、愛着もわきますよ。
講師がいるので初めての人も安心。見学もＯＫです。世界に一つのも
のを作りましょう。
■時毎月第２・４晶または第１・３昌午前９時３０分～正午 ■場南部公民館
■￥月額４５００円（材料費別途） ■問藤田美智子さん（察０９０〈８５５２〉４８７１）

究することに。テーマは「おそが
い地震からおばあちゃんを守ろま
い」です。（おそがいとは、「恐ろし
い」の方言）
◆試行錯誤しながら研究
避難時と避難後の生活をどう過
ごすか、初めは良いアイデアが浮
かびませんでした。そこで、市役
所の人から非常時の活動を、曽祖
母から非常時に困る事などを聞い

て、研究を進めまし
た。例えば、家具の
転倒防止策、非常持
ち出し品選定、高齢
でも食べやすい非常
食作りなど。特に力
を入れたのは「防災
頭巾」。避難時の頭部
保護だけでなく、避
難後には座布団や掛
け布団になるように
工夫しました。頭巾
を袋状にして、その

日ごろの学習成果を発表する祭

典が１０月１６日 ・１７日に開催。意見

体験発表の部１２組の中で、最優秀

賞に輝きました。

◆きっかけは家族のため
「地震はいつ起きてもおかしく
ない」といわれていますが、家で
は十分な対策をしていませんでし
た。同居している高齢の曽祖母の
ことを考え、地震対策について研

黒柳博美さん、池田江梨那さん（安城高等学校３年）
ひろ み え り な

第２０回全国産業教育フェア茨城大会最優秀賞

黒黒柳さ黒柳さんん（左）（左）と池田さと池田さんん

防災頭防災頭巾巾



広報あんじょう 2010.12.1雅

市民伝言板は、サークル会員の募集やイベント情報を掲載するコーナー
です。みなさんからの投稿をお待ちしています。
申し込み方法獅掲載月の３か月前の１日（松掌抄承の場合は、その翌日）午
前９時から電話で広報広聴係（察〈７１〉２２０２）へ
※先着順です。来年４月１号の受け付け開始日は、来年１月４日昇です。
来年２月・３月１日号は、現在受け付け中です。詳しくは、秘書課広報
広聴係まで。

注意事項 ▼①営利目的や政治活動、宗教活動のもの ②特定の人や団体の
みを対象としたもの ③公序良俗に反するなど、行政広報の公共性・公益
性を損なう恐れがあるものは、掲載できません

▼過去に掲載されていないものを優先します

▼１紙につき１団体１枠までとします

▼催事などの開催日（申し込みが必要なものは、申し込み開始日）が、広報
発行時に合致していること（例：４月１日号なら、４月５日以降のもの）

▼掲載希望者の氏名・連絡先を掲載すること

▼市内団体または市内施設での活動・催事であること

洋裁教室仲間達展

着られなくなった洋服や和服
をリメイクしました。
■時１２月６日捷～９日昭午前１０時
～午後５時 ■場ういずゆう（住
吉町）
■問石川美佐枝さん（察〈９８〉８５６６）

丹青日本画グループ展

ＮＯＲＩさん弾き語りライブ

テーマ「群青」「星」
■時１２月１１日松午後２時～４時、
午後７時～９時 ■場あんぐるカ
フェ（朝日町） ■￥１００円（小学生
以下は無料）
■問岡本典男さん（察〈９９〉７９５５）

スキー教室参加者募集

■時来年１月７日晶午後８時～９
日掌午後９時 ■場白馬五竜スキ
ー場 ■￥中学生以上２万２０００円、
小学生以下２万円 ■定４０人（先
着順） ■申１２月５日掌から和田
スポーツ（察〈９７〉０２７９）へ

未来につなぐ子どもの絵展

日本と外国の子どもの絵
■時１２月７日昇～１２日掌午前９時
～午後５時（７日は午後１時か
ら、１２日は午後４時まで）
■場市民ギャラリー
■問久保田輝好さん（察〈７７〉７６４５）

き よし

社交ダンス「ひまわりの会」

２級からブロンズ級レベルの
人を募集します。
■時毎週松午前１０時～１１時３０分
■場東部公民館 ■￥月額３５００円
■講塚本知予子氏
■問五十島謙一さん（察〈９７〉０１９７）

い が しま

安
あん

笑落語会
しょう

市内８つのグループの作品展
■時１２月１７日晶～１９日掌午前９時
～午後５時（１７日は午前１１時か
ら、１９日は午後４時まで）
■場市民ギャラリー
■問杉浦辰子さん（察〈７５〉８３３９）

８グループ絵画合同展

笑う門には福来たる。ぜひ見
に来てください。
■時１２月１９日掌午後２時～４時
■場昭林公民館
■問平松宣和さん（察〈７４〉６５３０）

のぶ かず

作野イングリッシュクラブ

英語も交えて楽しくおしゃべ
りします。中高年の人歓迎。
■時月３回松午前１０時３０分～正午
■場作野公民館 ■￥月額３０００円
■問林享子さん（察〈９８〉５７４３）

創の会手工芸作品展

レザークラフト、七宝焼き、
和紙人形などの展示
■時１２月１１日松午前１０時３０分～午
後５時３０分、１２月１２日掌午前９
時～午後４時 ■場市民会館
■問稲垣千代子さん（察〈７５〉１８４１）

スケッチ画など多彩です。
■時１２月１０日晶～１２日掌午前１０時
～午後４時３０分（１０日は午前１１
時から、１２日は午後３時３０分ま
で） ■場文化センター
■問香村愛子さん（察〈７６〉５０４３）



◆収穫の喜び
今年度、今村環境保全会の協
力により、５年生全員が田植え
と稲刈りをしました。子どもた
ちにとって、生まれて初めての
体験。慣れない手つきながら心
ときめかせての作業。一本の稲
穂の米粒を数え、農家の苦労と、
米の大切さを知ることができま
した。収穫した米をおいしく食
べるメニューを考えると、ます
ます楽しくなってきます。

◆上倉クリーン大作戦

児童会が中心となって、「上倉
クリーン大作戦」を実施。上倉
用悪水を中心に、１年生から６
年生まで、田畑の間にある用水
や道路に落ちているごみを拾い、
空き缶や車のタイヤ、ペットボ
トルなど、軽トラック２杯分の
ごみを集めました。そのかいあ
ってか、地域の人たちも、散歩
の途中にごみを拾ってくれるよ
うになりました。これからも、
きれいな環境にする活動を考え
ていきます。
◆生き物守り隊
４年生が、「生き物守り隊」を

結成し、上倉用悪水の生き物を
観察。見つけたザリガニやタニ
シ、カダヤシを学校で調べ、川
の生き物と水の関係についてた
くさん学ぶことができました。
子どもたちからは、「見た目は汚
い川でも、生き物を調べてみた
ら、意外ときれいな水だとわか
りました」「生き物も水をきれい
にしているんだね」との声もあ
りました。
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青森県三沢市
み さわ

わたしが
生まれ育っ
たのは、青
森県三沢市
です。空港
と米軍基地
があり、飛
行機や訓練中の戦闘機が空を飛
ぶ音を、いつも聞きながら生活
していました。
三沢市は、「国際文化都市」の

キャッチフレーズを掲げていて、

米軍基地で生活して
いる人たちと交流す
る機会があります。
特に、夏の終わり
にある「みさわまつ
り」では、はんてん
に鉢巻きの格好で、
「わっしょい！」と掛
け声を出しながら、
みこしを担ぐ姿が印
象的です。また、「ア
メリカンデー」とい
うイベントでは、基地の人たち
が店を出します。大きなハンバ
ーガーや家庭で作られているケ
ーキなどが並び、市民は片言の
英単語とジェスチャーを使って
購入します。交流するのがとて
も楽しいです。
思い出は、普段入ることがで
きない基地内にある住宅街のク

リスマスイルミネーションを見
たこと。バスの中から見学する
機会に恵まれたのですが、その
ころはまだ、日本で住宅のイル
ミネーションが流行する前でし
た。夜でも楽しげで美しい、ア
メリカのクリスマスに感動した
ものです。

松澤美知子さん（朝日町）

今池小学校

稲刈りのよう稲刈りのようすす

上倉クリーン大作上倉クリーン大作戦戦

生き物の観生き物の観察察

アメリカンデー 提アメリカンデー 提供供：：三沢市三沢市

みさわまつり 提みさわまつり 提供供：三沢：三沢市市



岩瀬町内会長

にまちを紹介し

てもらいます。

◆変ぼうをとげ
たまち
明治用水の完

成とともに多くの人が移住し、苦
労して開墾しました。しかし、時
代の変化とともに住宅が増え、新
幹線三河安城駅もできました。市
内でこれほど大きく変ぼうしたま
ちも少ないのではと思います。現
在は、二本木町、緑町、美園町、
二本木新町で「二本木連合町内会」
を組織して活動しています。

◆町内運動会でごみ分別を！
ごみ減量２０％の一環として、今
年から町内運動会の競技の中に、
ごみ分別理解向上を図るクリーン
作戦を取り入れました。また、幼
稚園児の太鼓演奏や男女別綱引き
などもあり、皆さん楽しんでいま
す。

◆まちのお祭り
８月から１１月にかけては、毎月
お祭りがあります。８月には、亡
くなった町民の霊を慰める精

しょう

霊祭
りょう

と盆踊り大会を、９月には、町内
戦没者の霊を慰める「殉国慰霊祭」
を開催。昭和３３年に建てた殉国之

碑の前に戦没者の家族が集まり、
供養しています。
１０月には、「ふるさと祭り」を開
催。手づくりのみこしでまちを練
り歩きます。当日はお菓子を配り、
子どもたちは大喜びです。
１１月には、二本木八幡社で、大
地の恵みを感謝する「新

しん

穀感謝祭」
こく

があります。米、果物、野菜をお
供えしています。
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「わたしの望遠郷」コーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。
市外・県外・海外に住んでいた人、すてきな思い出や自慢のふるさとを紹介してください。
詳しくは、電話で秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。掲載者には記念品を差し上げます。

今月の舞台 二本木町
に ほん ぎ

ぼく、りょうせいです。ミッ
キーになりきって、ディズニー
ランドへ行ってきたよ。すごく
楽しかったからまた行きたいな。
お父さん：貴章さん

たか あき

お母さん：由梨佳さん（赤松町）
ゆ り か

平成２１年１２月２４日、クリスマ
スイブに生まれ、もうすぐ１歳
です。毎日、ハイハイと伝い歩
きで家の中を探検しています。
お父さん：研

けん

二さん
じ

お母さん：千晴さん（三河安城町）
ち はる

ぼくの名前はいとうきょうで
す。毎日元気に保育園に通って
います。いっぱい遊んでいっぱ
い食べて大きくなりたいです。
お父さん：諒さん

りょう

お母さん：聖子さん（高棚町）
せい こ

杉
山

力
孔
く
ん（

か
月
）

り

く

１１

伊藤 叶くん（１歳）
きょう 市

川

凉り
ょ
う

成
く
ん（
１
歳
）

せ
い

土地改土地改良良碑碑（（左左））と移住記念と移住記念碑碑

運動会のごみ分別クリーン作運動会のごみ分別クリーン作戦戦

ふるさと祭ふるさと祭りり

殉国慰霊殉国慰霊祭祭
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移り変わっていく町の魅力を再発見。今年は農家の
協力もあり、お土産もたくさんありました。

■日１１月１４日 ■場桜井町地内
⑦桜井スタンプウオークラリー

ポイ捨てごみゼロキャンペーン（写真５）では、ごみのポイ捨てをなくすようみんなで
ドライバーに訴えかけました。そこで問題です。一人ひとりが○ナーを守れば街はき
れいになりますね。○に入るカタカナはなんでしょう。

“コスモスが 風といっしょに おどってる”の作者
は、満開のコスモスの前で何を感じたかな？

■日１０月２０日 ■場高棚小学校
①秋の句会「コスモス日和」

赤松保育園の園児を招いて収穫体験。「わたしのおい
もが一番大きい！」と聞こえてきそうです。

■日１０月２２日 ■場アグリライフ支援センター
②いも堀り会

松並木の冬支度が始まりました。大切なクロマツを
守る、昔ながらの秋の風物詩ですね。

■日１０月２１日 ■場東栄町
③クロマツにこも巻き作業始まる

中学生がごみゼロにかけて、道行くドライバーにド
ーナツを配布。さらに地域の清掃もしました。

■日１０月２０日 ■場安城北中学校前
⑤ポイ捨てごみゼロキャンペーン

１２００人の児童が４つのブロックに分かれ、「音と光の
ハーモニー」をテーマに熱唱しました。

■日１０月２３日 ■場市民会館
④うたごえシンフォニー

ちびっ子お化けがデンパークに集合。家族みんなで
仮装を楽しんだ秋の一日でした。

■日１０月３１日 ■場デンパーク
⑥ハロウィン仮装コンテスト
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クイズの答え・住所・氏名・広報の感想などを、はがきまたはＥメール（表題を「フォトでクイズ回答」としてくだ
さい）で、１２月２２日昌までに秘書課広報広聴係へ。（送付先詳細は裏表紙下に記載しています）
１１月１日号の答え：「ヘルメット」です。 ※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

クイズの正解者の中から抽せんで５人に、記念品を差し上げます。



■場 ■問 堀内公園（緯〈９９〉５９４７）
電車を利用して公園で遊ぼう　　　　
■時 １２月の松掌抄午前９時～午後４時
■場 同園管理事務所
■内 名鉄電車の利用者（帰りの切符を持
参した人）に遊具無料券（当日券）を
２枚進呈
平日限定利用者還元抽せん会　　　　
■時 １２月７日昇～１０日晶・１４日昇～１７日
晶・２１日昇・２２日昌午前９時～午後
４時

■場 同園管理事務所
■内 有料遊具を有料利用券で２つ利用し
た人に抽せんで遊具無料券を１枚進
呈　※特別券などの利用を除く。

■￥ 各有料遊具使用料
回数券の販売　　　　　　　　　　　
■時 １２月７日昇～２６日掌午前９時～午後
４時（１３日捷・２０日捷・２４日晶を除
く）

■場 同園管理事務所
■内 回数券を購入した人に遊具無料券を
２枚進呈
作って遊ぼう「簡単に作れる飛ぶおも
ちゃを作ろう！」
■時 １２月１８日松・１９日掌午前１０時～午後
３時

■定 各１００人
ビンゴ　ＤＥ　ＧＥＴ！　　　　　　
■時 １２月２３日抄午後２時
　※カードは午後１時から配布、無く
なり次第終了。

■対 小学生以下
■定 １００人（先着順）
■他 カードは１人１枚で代行は禁止

■場 ■問 同クラブハウス（緯〈９２〉７１１２）
■他 入園料別途。都合により変更する場
合があります。詳細は問い合わせて
ください
お正月飾り、冬の飾り作り教室　　　
■時 １２月１８日松・１９日掌午前１０時から
■定 各１００人（当日先着順）
■￥ ５００円から
手作りパン教室　　　　　　　　　　
■時 １２月１８日松・１９日掌・２３日抄～２６日
掌、時間は問い合わせてください

■定 各回１８人（先着順）
■￥ ５００円
■申 当日午前９時３０分から同クラブハウ
スへ

クリスマスクッキー教室　　　　　　
■時 １２月１８日松～２６日掌、時間は問い合
わせてください

■定 各４５人（先着順）
■￥ ５００円
■申 当日午前９時３０分から同クラブハウ
スへ

本格そばうち講座　　　　　　　　　
■時 １２月２０日捷午前１０時
■講 高松 信  子 氏

のぶ こ

（ 蕎  麦 処「高松」店主）
そ ば

■定 ２０人（先着順）
■￥ １８００円
■申 １２月６日捷午前９時３０分から同クラ
ブハウスへ

シルバーアクセサリー教室　　　　　
■時 １２月２３日抄午前１０時から
■定 ５０人（当日先着順）
■￥ １５００円から
ミニ門松教室　　　　　　　　　　　
■時 １２月２４日晶・２５日松午前１０時から
■定 各３０人（当日先着順）
■￥ ５００円から
大門松作り講座　　　　　　　　　　
■時 １２月２６日掌午後２時
■講 竹崎 孝  治 氏

こう じ

■定 １０人（先着順）
■￥ ５０００円
■申 １２月６日捷午前９時３０分から同クラ
ブハウスへ

パスポート付き写真講座「マイ写真集
を作っちゃおう！」
■時 来年１月５日昌・２６日昌、２月２日
昌・１６日昌、３月２日昌・１６日昌午
前１０時から（全６回）

■講 鶴田 郁  夫 氏
いく お

■定 ２０人（先着順）
■￥ ６０００円（写真集代別途）
■他 期間中の入園パスポート付き
■申 １２月１３日捷午前９時３０分から同クラ
ブハウスへ

デンパーククラブハウスの
教室・講座

■他 来年４月末までの入園パスポート付
き

■申 １２月１３日捷午前９時３０分から電話で
同クラブハウス（緯〈９２〉７１１２）へ
押し花講座　　　　　　　　　　　　
■時 来年１月６日昭・２７日昭、２月３日
昭・１７日昭、３月３日昭・１７日昭午
前１０時（全６回）

■内 押し花を使った額作りなど
■講 長谷川はる子氏
■定 ３０人（先着順）
■￥ 参加費６０００円、材料費（新規５０００円、
継続は実費）

フラワーアレンジメント講座　　　　
■時 来年１月１３日昭・２７日昭、２月１０日
昭・２４日昭、３月１０日昭・２４日昭午
後１時３０分（全６回）

■講 山口 秋  子 氏
あき こ

■定 ３０人（先着順）
■￥ 参加費６０００円、材料費１万２０００円

デンパーク入園パスポート
付き「花の講座」

堀内公園の催し
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■時 １２月２４日晶午後１時３０分～３時３０分
■場 作野福祉センター
■内 松や竹を使った新年用の寄せ植え作
り

■対 市内在住で６０歳以上の人
■定 ３０人（午前９時の時点で定員を超え
た場合は抽せん）

■￥ １５００円
■持 ビニール手袋
■申 １２月８日昌午前９時から、費用を持
って作野福祉センター（緯〈７２〉７５７０）
へ

お正月の寄せ植えづくり

■場 市スポーツセンター
■￥ 施設利用料
■申 １２月５日掌～開催日前日の午前９時
～午後８時（休館日を除く）に同セン
ター（緯〈７５〉３５４５）へ
スポエクタイム測定会　　　　　　　
■時 来年１月９日掌午後１時～３時
■内 ２５ｍ、５０ｍ、１００ｍ。泳ぎは自由、
最大２種目まで

■対 ２５ｍ以上泳げる人（小学３年生以下
は保護者の付き添いが必要、保護者
１人に２人まで）

■定 ５０人
■持 水着・水泳帽（保護者も必要）
水中アクアビクス体験会　　　　　　
■時 来年１月１２日昌・２６日昌午後４時～
５時（全２回）

■対 １８歳以上の人
■定 １５人程度（先着順）
■持 水着・水泳帽子
スポエク☆キッズSwimming　　　
■時 来年１月２３日掌午前１１時～正午
■内 水慣れからクロールまでの基本的な
水泳指導

■対 小学４～６年生
■定 １５人程度（先着順）
■持 水着・水泳帽子

スポーツセンターの催し



■時 来年１月１９日昌午前９時３０分～午後
１時

■場 市保健センター
■内 栄養バランスのとれた食事、貧血予
防食を学ぶ講義と調理実習

■対 妊娠中（出産予定月来年３～７月）の
人　※家族の参加も可。

■定 ２４人（先着順）
■￥ ４００円
■申 １２月６日捷～来年１月１２日昌午前８
時３０分～午後５時１５分（松掌抄、１２
月２９日昌～来年１月３日捷を除く）
に市保健センター（緯〈７６〉１１３３）へ

マタニティクッキング

■申 １２月７日昇午前９時から電話で市子
育て支援センター（緯〈７３〉６３３６）へ

■他 １人１講習まで
パパとママの子育てホットタイム　　
■時 １２月２５日松午前１０時～１１時３０分
■場 市子育て支援センター（錦保育園）
■内 制作と親子遊び
■対 ７か月～１歳未満の子とその両親
■定 １０組（先着順）
親子遊び講習会　　　　　　　　　　
■時 来年１月７日晶午前１０時～１１時３０分
■場 桜井福祉センター
■内 親子で楽しむわらべ歌遊び
■講  楫  野  加  津  子 氏（日本コダーイ協会）

かじ の か づ こ

■対 乳幼児とその保護者
■定 ４０組（先着順）
子育て何でも相談広場　　　　　　　
■時 来年１月１７日捷午前１０時～１１時３０分
■場 市子育て支援センター（錦保育園）
■内 歯・口の中の健康
■対 乳幼児とその保護者
■定 １５組（先着順）
■他 同室託児あり

子育て支援センターの
催し・講座

■時 １２月１３日捷午後１時～３時
■場 勤労福祉会館
■内 あなたを狙う悪質商法
■定 １００人（当日先着順）
■問 商工課（緯〈７１〉２２３５）

消費生活講座

■時 １２月１８日松午後６時３０分～８時
■場 昭林公民館
■内 曲目獅ムゼッタのワルツ（プッチー
ニ）、雪の降る町を（中田喜直）、小犬
のワルツ（ショパン）、英雄ポロネー
ズ（ショパン）ほか　出演獅津田 眞  壽 

しん じゅ

（ピアノ）、野村 初  江 （ソプラノ）、森藤
はつ え

さちよ（伴奏）
■定 １５９人
■他 未就学児の入場はご遠慮ください
■申 １２月４日松午前９時から整理券を昭
林公民館（緯〈７７〉６６８８）で配布

■時 期間・日時
■場 場所
■内 内容
■講 講師・指導
■対 対象・資格
■定 定員・募集人数

■￥ 費用・受講料など
■持 持ち物
■他 その他
■申 申し込み方法など
■問 問い合わせ先

なお、■対 どなたでも、■定 特になし、
■￥ 無料の場合は記載を省略していま
す。

昭林コンサート

■時 １２月２５日松午前９時（商品がなくな
り次第終了）
碧海信用金庫本店前会場（御幸本町）　
■内 地元産野菜の販売・調理法のアドバ
イス

■問 農務課（緯〈７１〉２２３３）
クリエーションプラザ会場（御幸本町）
■内 一色漁港で水揚げされた新鮮な魚介
類や海産物の販売

■問 商工課（緯〈７１〉２２３５）、クリエーショ
ンプラザ（緯〈７２〉５００２）

交流広場会場（御幸本町）　　　　　　
■内 地元産野菜や米粉パンなどの販売、
長野県根羽村特産品販売

■問 商工課（緯〈７１〉２２３５）、クリエーショ
ンプラザ（緯〈７２〉５００２）、農務課（緯

〈７１〉２２３３）

今月のまちなか産直市

■内 ■時 ■対 ■定 下表のとおり
　※定員を超えた場合は１２月１５日昌に
公開代理抽せん。定員に満たない場
合は追加募集あり。

■￥ 親子水泳獅５６００円　その他獅５３００円
■申 １２月８日昌～１４日昇午前１０時～午後
７時３０分（１３日捷を除く）に直接マー
メイドパレス（緯〈９２〉７３５１）へ
　※電話申し込み不可。

定員対象とき講座名

２０組幼児とその親
（２人１組）

来年１月９日掌～３月１３日掌の毎週掌
午後１時～１時５０分（全１０回）親子水泳

３０人幼児
（４歳以上）

来年１月１２日昌～３月１６日昌の毎週昌
午後４時～４時５０分（全１０回）幼児スイミング

各３５人小学
１～３年生

来年１月９日掌～３月１３日掌の毎週掌
午後２時～２時５０分（全１０回）掌

児童
スイミング 来年１月７日晶～３月１８日晶の毎週晶（２月

１１日を除く）午後４時～４時５０分（全１０回）晶

各３０人１８歳以上の
女性

来年１月１８日昇～３月２９日昇の毎週昇（３月
２２日を除く）午後１時～１時５０分（全１０回）昇

ゆったり
スイム 来年１月１３日昭～３月１７日昭の毎週昭

午後１時～１時５０分（全１０回）昭

来年１月１８日昇～３月２９日昇の毎週昇（３月
２２日を除く）午前１１時～１１時５０分（全１０回）アクアビクス

マーメイドパレスの水泳教室

■時 １２月１２日掌午前９時
～正午

■場 リサイクルプラザ
■問 清掃事業所（緯〈７６〉
３０５３）、当日の問い合
わせ（緯０９０〈９８９２〉２９３３）

広報あんじょう　2010.12.1回

今月の再生家具等入札販売

■場 ■問 マーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）
■対 １８歳以上の人
■￥ 施設使用料のみ
■他 託児あり（生後６か月～未就園児、
先着１０人）

■申 １２月７日昇午前１０時からマーメイド
パレスへ
初級水泳「クロールから始めましょう」
■時 １２月１５日昌午前１１時～正午
■定 ２０人（先着順）
アクアビクス　　　　　　　　　　　
■時 １２月１５日昌午前１１時～正午
■定 ４０人（先着順）

マーメイドパレス水中講座



■時 ■場 下表のとおり

■￥ ４７００円（愛知県証紙により納付）
■申 来年１月７日晶～１３日昭（必着）に所
定の封筒で郵送
　※受講申請書などは１２月１０日晶から
各消防署、県民生活プラザで配布。

■問 鋤愛知県危険物安全協会連合会（緯

０５２〈９６１〉６６２３）、衣浦東部広域連合消
防局予防課（緯〈６３〉０１３７）

講習種別
会場講習日

一般特定給油

午前午後

ウィル
あいち

来年
２月１日昇

午後午前　　２日昌

午後午前　　３日昭

午前午後　　４日晶

午前
午後　　８日昇

給油＝給油取扱所　特定＝特定事業所

危険物取扱者保安講習会

　安城・碧南・刈谷・知立・高浜市在
住・在勤の人はどの会場でも受講可能。
■問 衣浦東部広域連合消防局消防課（緯

〈６３〉０１３５）
小児・乳児応急手当講習会　　　　　
■時 １２月１８日松午前９時～１１時
■場 知立消防署
■対 小児・乳児の心肺 蘇  生 法、ひきつけ、

そ せい

のどに異物が詰まった時の処置
■定 ２０人（先着順）
■申 １２月５日掌午前９時から同署（緯〈８１〉
４１４４）へ
普通救命講習会Ⅰ　　　　　　　　　
■時 １２月２６日掌午前９時～
正午

■場 安城消防署
■内 心肺蘇生法（気道確保、
人工呼吸、胸骨圧迫）、
ＡＥＤの使用法、止血
法など

■定 ２０人（先着順）
■申 １２月５日掌午前９時から同署（緯〈７５〉
２４９４）へ

救命講習会

■場 ■問 マーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）
平日限定マーメイドパレス利用料還元
フェア
■時 １２月７日昇～１０日晶・１４日昇～１７日晶

■内 くじを引き、当たりが出た人にマー
メイドパレス無料券を進呈

■対 期間中のプール・トレーニングルー
ム利用者
日本舞踊フィットネスＮＯＳＳ体験会
■時 １２月１７日晶午前１０時３０分～１１時３０分
■対 １８歳以上の人
■定 ２０人（先着順）
■￥ ５００円
■持 運動のできる服装、タオル、靴下ま
たは足袋

■他 託児あり（生後６か月～未就園児、
先着１０人）

■申 １２月７日昇午前１０時からマーメイド
パレスへ
託児あり！トレーニングジム講習会＆
利用
■時 １２月１７日晶午前１０時３０分～正午
■対 生後６か月～未就園児の子がいる人
■定 １０人（先着順）
■￥ 施設使用料のみ
■持 運動ができる服装、室内用の運動シ
ューズ、タオル、飲み物

■他 託児あり（生後６か月～未就園児、
先着１０人）

■申 １２月７日昇午前１０時からマーメイド
パレスへ

マーメイドパレスの催し

塊広報あんじょう　2010.12.1

■時 来年１月２５日昇、２月１日昇・８日
昇・２２日昇、３月１日昇・８日昇午
前１０時～正午（全６回）

■場 中部福祉センター
■対 市内在住の６０歳以上の人
■定 ２０人（午前９時の時点で定員を超え
た場合は抽せん）

■申 １２月１０日晶午前９時から中部福祉セ
ンター（緯〈７６〉００９０）へ
　※１０日は電話申し込み不可。

初心者のカラオケ講座

■時 １２月１８日松午後２時
■内 ジャグリング
■￥ 入苑料１００円（中学生以下は無料）
■場 ■問 丈山苑（緯〈９２〉７７８０）

丈山苑　大道芸鑑賞会

■場 ■問 歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）
映画会「ヒッチコック監督特集③」　　
■時 １２月１９日掌午前１０時、午後２時
■内 白い恐怖
ミュージアム・コンサート　　　　　
■時 １２月２３日抄午後２時
■内 クリスマスは金管の調べとともに　
演奏獅ラウルス金管五重奏団

歴史博物館の催し

■時 来年１月１６日掌午後１時３０分～３時
■場 安城コロナワールド
■対 市内在住ひとり親家庭の子とその親
■定 ３０人（先着順）
■￥ １人１０００円（３歳以下は無料）
■申 １２月５日掌～１９日掌午前８時～午後
９時に、参加者の氏名・靴のサイズ・
住所・電話番号をファクスで母子福
祉会 成  島  清  美 さん（緯・胃〈９９〉６５５４）

なり しま きよ み

へ
　※５日午前８時～正午のみ電話申し
込み可。

■問 社会福祉課（緯〈７１〉２２２３）

ひとり親家庭
「ボウリング大会」

■時 ■内 ■講 下表のとおり

■場 教育センター
■対 市内在住・在学・在勤の人
■定 ３０人（定員を超えた場合は抽せん）
■申 １２月６日捷～１３日捷午前８時３０分～午後５時１５分に、住所・氏名・電話番
号を記入し、電話かファクス、Ｅメールで環境首都推進課（緯〈７１〉２２０６／
胃〈７６〉１１１２／kankyo@city.anjo.aichi.jp）へ

講師内容とき回

前田 成  子 氏（フライブルク市経
しげ こ

済観光メッセ公社）
フライブルク市の
環境政策について

１２月１７日晶

午後１時３０分～
４時

１

渡辺 芳  紀 氏（㈱デンソー）、北川
よし のり

 春  敏 氏（㈱デンソー安城製作所）
はる とし

㈱デンソーにおけ
る環境配慮への取
り組みについて

来年１月２６日昌

午後１時３０分～
４時

２



衣浦東部広域連合財政状況の公表（１１月公表分）

■内 勤務内容獅展覧会での受け付け・案
内　勤務日時獅来年２月４日晶～３
月２１日抄のうち、同館が指定する日
の午前９時～午後５時　賃金獅時給
８４０円

■対 松掌勤務ができる、５０歳くらいまで
の人

■定 ３人程度
■申 １２月１５日昌までの午前９時～午後５
時（休館日を除く）に、履歴書を持っ
て歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）へ

■時 面接・筆記試験
獅来年２月１０日
昭

■内 募集科獅電気工
事科　入校日獅

来年４月７日昭　訓練期間獅１年
■対 来年３月中学校卒業見込みの人、概
ね３０歳未満の未就職者

■定 ２０人
■￥ 一部自己負担あり
■申 来年１月７日晶～２月４日晶（松掌

抄を除く）に、入校願書を持って高
浜高等技術専門校（高浜市／緯〈５３〉
００３１）かハローワーク刈谷（刈谷市／
緯〈２１〉５００１）へ

■内 選考獅作文・面接　任期獅１年　委
員会予定日獅来年１月２５日昇

■対 ２０歳以上の市民（学生を除く）
■定 ２人
■申 １２月１３日捷～２８日昇（松掌抄を除く）
に、所定の応募用紙と作文（志望の
動機８００字程度）を持って商工課（緯

〈７１〉２２３５）へ
　※応募用紙は商工課、市公式ウェブ
サイトで配布。

県立高浜高等技術専門校
訓練生

市民保養事業専門委員

歴史博物館臨時職員

広報あんじょう　2010.12.1壊

■他 メッセージは、成人式当日会場に掲
示

■申 １２月２６日掌までに、応募用紙に町名・
氏名（匿名可）・メッセージを記入し
て、持参か郵送、Ｅメールで青少年
の家（〒４４６－００６１新田町池田上１／
seishounen@city.anjo.aichi.jp
／緯〈７６〉３４３２）へ
　※応募用紙は、青少年の家、中央・
各地区公民館、市公式ウェブサイト
で配布。提出された用紙は返却しま
せん。

平成２３年新成人への
激励メッセージ

■時 面接試験獅

来年１月１２
日昌

■内 勤務日時獅

週２～５日
午後４時３０
分～９時３０
分（捷、抄の翌日を除く）　賃金獅時
給７８０円、通勤割増１日２００円

■対 昭和２４年４月２日～３１年４月１日生
まれで、パソコンの操作ができる人

■定 ２人程度
■申 １２月７日昇～１７日晶午前９時～午後
５時（１３日捷を除く）に、所定の受験
申込書を持って文化センター（緯〈７６〉
１５１５）へ
　※受験申込書は、同センターで配布。

（登録制）公民館などの
夜間管理臨時職員

■内 利用日獅平成２３年４月１日晶～９月
３０日晶

■他 多目的ホール（調理実習室・会議室
を含む）を利用して、１００人以上の講
演などをする団体利用の場合は、１
団体につき３日まで予約可。ただし、
上半期下半期合わせて３日までの予
約しかできません

■申 １２月７日昇～１９日掌午前８時３０分～
午後９時（１３日捷を除く）に、市民交
流センター（緯〈７１〉０６０１）へ

　※各団体の申請をセンターで調整し、
後日連絡。

市民交流センター多目的ホ
ールの利用予約を受け付け

■問 衣浦東部広域連合総務課（緯〈６３〉０１３１）

　９月３０日現在の平成２２年度予算執行状況をお知らせします。

広域連合所有財産

（土地）　  ２８５．９８釈

（建物）２０，１４５．１１釈

単位：千円■歳出
執行率（％）構成比（％）支出済額予算現額科目
３１．９０．０６８５２，１５０議会費
４０．０３．６７６，５３８１９１，１２１総務費
４３．４９５．９２，０１１，３０１４，６３７，８３９消防費
５０．７０．５９，４５７１８，６５８公債費
０．００．００２０，０００予備費
４３．１１００．０２，０９７，９８１４，８６９，７６８計

広域連合債の現在高（消防債）
単位：千円
構成比（％）現在高区分
４１．１３９，５６７安城市分市別
１．９１，８２８碧南市分
４０．８３９，２９０刈谷市分
０．００知立市分
１６．２１５，５６１高浜市分
１００．０９６，２４６計

８０．７７７，７０５県都市職員
共済組合

借入
先別

１９．３１８，５４１信用金庫
など

１００．０９６，２４６計

平成２２年度一般会計予算執行状況
単位：千円■歳入
収入率（％）構成比（％）収入済額予算現額科目

４６．３９４．０２，１７６，５７１４,７０１，３５８分担金及
び負担金

６２．９０．２５，４７８８，７０７使用料及
び手数料

０．００．００１９，８３２国庫支出金
０．００．００２県支出金
０．００．００１財産収入
０．００．００１寄附金
１００．０５．５１２８，１１２１２８，１１３繰越金
４９．６０．３５，８３１１１，７５４諸収入
４７．６１００．０２，３１５，９９２４，８６９，７６８計

　改修工事のため、１２月７日昇～２６日
掌は休館します。
■問 安祥閣（緯〈７４〉３３３３）

安祥閣の臨時休館



　安城北部土地区画整理事業の事業期
間の延伸、資金計画の変更などの事業
計画を変更しました。これにより、換
地処分（事業終了）に伴う住所変更・新
地番での登記・本清算は平成２４年度の
予定となります。
■問 区画整理課（緯〈７１〉２２４６）

　約１１５０年前の
お田植えの儀式
を今に伝える祭
りです。「テンテ
コ・テン」と打
ち鳴らす 小  締  太 

こ じめ だい

 鼓 の拍子に合わ
こ

せ、赤装束を身に着けた厄男たちが、
腰に付けた大根を奇妙に振り、練り歩
いて豊作を祈願します。
■時 来年１月３日捷午後１時～２時３０分
■場  熱  池 町八幡社（名鉄福地駅から徒歩

に いけ

約１５分）
■問 西尾市商工課（緯０５６３〈５６〉２１１１）

■時 １２月２４日晶午後１時３０分
■場 市役所第１０会議室
■他 投票日獅来年２月６日掌

■問 市選挙管理委員会（行政課、緯〈７１〉
２２０８）

■時 期間・日時
■場 場所
■内 内容
■講 講師・指導
■対 対象・資格
■定 定員・募集人数

■￥ 費用・受講料など
■持 持ち物
■他 その他
■申 申し込み方法など
■問 問い合わせ先

なお、■対 どなたでも、■定 特になし、
■￥ 無料の場合は記載を省略していま
す。

天下の奇祭　てんてこ祭 西
尾

■内 障害福祉に関
するサービス
や助成制度な
どを紹介した
ガイドブック

■対 障害者手帳を
持っている人

■持 障害者手帳
■他 市役所へ来る
ことができない人は代理の人でも可。
なくなり次第終了

■問 障害福祉課（緯〈７１〉２２２５）

　建物の新築・増築・取り壊しをした
ときは、電話連絡をしてください。年
内に取り壊しをした場合は、翌年度の
固定資産税は課税されません。また、
新築・増築をした場合は、固定資産税
額の基となる評価額を決めるため、市
職員が家屋を調査します。
■問 資産税課（緯〈７１〉２２１５）

　学識経験者委員の定員に欠員が生じ
たため、新たに大屋 明  仁 氏（小川町）を

あき ひと

選任しました。任期は平成２７年１月２３
日晶までです。
■問 区画整理課（緯〈７１〉２２４６）

家屋を取り壊した場合は
連絡を

平成２２年度福祉ガイドブッ
クを配布しています

安城北部土地区画整理事業
の事業計画を変更

桜井駅周辺特定土地区画整
理審議会の委員を選任

安城市長選挙立候補予定者
説明会

　あんジョイプラン６（第６次高齢者
福祉計画・第５期介護保険事業計画）
の策定にあたり、高齢者などへ実態調
査（アンケート）を実施します。該当者
へ調査票を１２月上旬に送付しますので、
１２月１７日晶までに、同封の返信用封筒
で返送してください。
　調査票に記入された内容は、目的以
外には使用しません。
■問 介護保険課（緯〈７１〉２２２６）

高齢者などへの実態調査に
ご協力を
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　予防接種規則改正で、７歳６か月未
満に日本脳炎第１期（３回接種、任意
接種を含む）が完了していない人は、
９歳以上１３歳未満（１３歳の誕生日の
前々日まで）の間に公費で接種できる
ようになりました。
■内 接種回数獅不足の回数分（未接種分）
■他 任意接種分は公費対象になりません
■申 接種を希望する人は市保健センター
（緯〈７６〉１１３３）へ
　※予診票兼接種券を送付します。

日本脳炎１期予防接種

　保管期限が過ぎた
放置自転車の中から、
再利用できる自転車
を整備点検し、「安城
市放置自転車リサイ

クル事業取扱店」で販売します。
■時 １２月２０日捷から
　※各店１・２台の販売です。
■問 維持管理課（緯〈７１〉２２３７）

所在地電話取り扱い店
別郷町〈７６〉８７０３山本自転車店
明治本町〈７６〉３３８７ソウリンサイクル商会
御幸本町〈７６〉２０２４サイクルショップ二藤
安城町〈７２〉１７７６サイクルアシストオオバ
高棚町〈９２〉０９３１神谷自転車モータース
古井町〈７５〉２３７５稲垣サイクル
和泉町〈９２〉００６６神本商会
和泉町〈９２〉０２７０兵藤モータース
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Português

EnglisK
外国語の
情報ボックス

※申し込みや問い合わせは、日本語
でお願いします。

※ Inscrições e informações somente 
em japonês

※ Applications and inquiries will be 
in Japanese. 



来年 まで

（土）・（日）・（祝） （火）～（金）（土）・（日）・（祝） （火）～（金）

〈76〉1515

毎週（月）（来年1月10日を除く）、
12月24日（金）、 1月11日（火）、 
年末年始（12月29日～1月3日）

＊12月22日（水）・28日（火）・来年1月4日（火）～6日（木）は、午後1時30分・
　3時も投映します。

＊（土）・（日）・（祝）午前10時30分からのキッズ投映は、「おじゃる丸
　まったりプラネタリウム」を投映します。
＊一般投映の星空解説は、「安城プラネの仲間たち」による生解説です。

　デジタルファインアーティスト KAGAYA がプラネタリウムドームをキャンバスに
して描く壮大なデジタルアート作品！
　ビジュアル化困難といわれた「銀河鉄道の夜」の幻想世界を徹底考察し鮮明に
再現。
　ドームいっぱい 360°に広がる銀河のパノラマ風景。
　それはまさに天空の汽車に乗車したかのような夢の体験となる。

さあ、ほしめぐりの旅にでかけよう。

☎

Program
©Kiyotaka Saito

※曲目は変更となる場合
　があります。

構成：

※曲目は変更となる場合※曲目は変更となる場合

新井 鷗子

J.Sバッハ：無伴奏ヴァイオリン・パルティータ第3番より ガヴォット
ショパン：バラード第1番ト短調 作品23
モンティ：チャールダーシュ
ショパン・メドレー
ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ第5番「春」 ほか

仲道郁代
ピアノ・デュオコンサートピアノ・デュオコンサート

川井郁子＆仲道郁代ピアノ 川井郁子川井郁子ヴァイオリン

マドンナの舞踏会

市民会館サルビアホール
2月19日㈯午後２時30分開演（午後２時開場）来年

前売り開始 12月19日㈰前売り開始 12月19日㈰前売り開始 12月19日㈰

ヴァイオリン

市民会館
文化鑑賞事業

※市民会館での前売り開始日の販売は、午前９時から来館者優先（先着順）で発売初日は一人４枚まで購入できます。
　残席がある場合は、午後１時から電話でも受け付けします。
※チケットぴあでの前売り開始時間は午前10時から、その他の前売り所は直接問い合わせてください。
※車いす席の受け付けは、市民会館のみとなります。希望者は、12月12日（日）午前９時から市民会館へ。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

市民会館☎〈75〉1151（（火）休館）問い合わせ
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